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市民公開セミナー
第2回
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場 所

時 間

プログラム

開場 13：30　開演 14：00

●Webサイトでのお申し込み

岐阜県図書館 1階 多目的ホール10.4
2025.

土

入 場 無 料

14：00

15：25 ～ 16：00

16：00 ～ 16：30

16：30

15：10 ～ 15：25

14：40 ～ 15：10

14：10 ～ 14：40

佐々木 昭彦　副病院長

山本 順一郎　副病院長

誤嚥性肺炎を防ぐ ─ 健康寿命を支える口腔管理と誤嚥予防
　　　　　　　　　  歯科・口腔外科　谷口 裕重 教授

転倒を防ぐ ─ 身体を作る、環境を作る
　　　　　　　　　  リハビリテーション部　福島賢二療法士長 、 建石光貴作業療法士

開場の挨拶

第 1 講 演

第 2 講 演

第 3 講 演

腎臓病を防ぐ ─ 発症予防から重症化予防まで
　　　　　　　　 　腎臓内科　山本 順一郎 教授第 4 講 演

休 憩

閉会の挨拶

大腸がんを防ぐ ─ 予防から早期発見まで
　　　　　　　　 　消化器内科　八木 信明 教授

朝日大学病院　市民公開セミナー 検索 https://forms.office.com/r/WeNMrfb932

お気軽にお越しください。
多数のご来場を心よりお待ちしております。

TEL.058-253-8001 FAX.058-253-9952（旧 村上記念病院）
岐阜市橋本町3-23



お名前  /  年齢 ご住所  /  電話番号

参加お申し込み方法

会場・アクセス

（医事二課内）

（　　　　　　）

住所 〒

歳

氏名

（　　　　　　）

住所 〒

歳

氏名

（旧 村上記念病院）

下記にお名前、ご住所、お電話番号をご記入いただき、当院総合受付までお持ちいただくか、FAXにてご送付ください。

※ 記載していただいた個人情報は本セミナーの運営以外に利用いたしません。　※ 定員になり次第、締め切らせていただきます。

岐阜県図書館（多目的ホール）
〒500-8368  岐阜市宇佐4-2-1

（当日は混雑が予想される為、ご来場は、公共交通機関をご利用ください。）

市民公開セミナー
QRコード〒500-8523  岐阜市橋本町3-23  市民公開セミナー事務局

電話での
お問い合わせ
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市民公開セミナー
第2回

演者からのメッセージ

●Webサイトでのお申し込み
朝日大学病院　市民公開セミナー 検索

https://forms.office.com/r/WeNMrfb932

TEL.058-253-8001FAX.058-253-9952

八木 信明 教授

福島 賢二　理学療法士　リハビリテーション部療法士長

経歴　京都府立医科大学卒業
　　　京都第一赤十字病院
　　　京都府立医科大学付属病院

実績　日本消化器内視鏡学会評議員
　　　日本消化器病学会評議員
　　　日本消化管学会代議員

朝日大学病院　副病院長
消化器内科  教授
光学診療センター長

Nobuaki Yagi

今回は大腸がんの予防と早期発見の重要性をお話しした
いと思います。大腸がんの増加に関係しているのは食事と
運動といわれています。食事に関しては肉類や脂肪の増加
と腸内細菌のバランスが、また運動に関しては運動の直接
抑制作用や肥満・ホルモンを介した発癌増強作用が注目さ
れています。早期発見は定期的な検診（便潜血検査など）
や有症状時の医療機関受診が有効です。これらはいずれも
本人の心掛けで改善・対応できますので、今回の講演を参
考に、できることから取り入れていただければ幸いです。

高齢者にも安心・完全！無理なく続けられる運動、椅子に座ったままできる転倒
予防の体操を提案します。参加者の皆様の運動習慣の動機づけに少しでも役
立てば嬉しく思います！

建石 光貴　作業療法士
私たちは日々のリハビリテーションの中で、患者様が転棟しないことを第一に考え
ています。本講演では、転倒予防のための環境づくりや、ご自宅でも実践できる上
肢（腕や手）のセルフトレーニングについてご紹介します。

山本 順一郎 教授

経歴　愛知医科大学卒業
　　　名古屋大学医学部附属病院
　　　名古屋大学医学博士取得
　　　津島市民病院

実績　日本内科学会総合内科専門医・指導医
　　　日本腎臓学会腎臓専門医・指導医
　　　日本透析医学会透析専門医・指導医
　　　腎代替療法専門指導士
　　　岐阜県CKD医療連携ワーキンググループ委員
　　　一般社団法人岐阜県透析研究会副会長

朝日大学病院　副病院長
腎臓内科　教授
血液浄化センター長

Junichiro Yamamoto

腎臓病は「静かなる病」とも呼ばれ、初期には自覚症状
がほとんどなく、気づかないうちに進行します。
日本では成人の約5人に1人（約2000万人)が慢性腎臓
病（CKD）になっているといわれております。
本セミナーでは、腎臓病の発症予防から、進行抑制、
重症化の予防まで、実践的な対策を紹介します。

谷口 裕重 教授

経歴　愛知学院大学歯学部歯学科卒業
　　　新潟大学医歯学総合研究科修了
　　　新潟大学医歯学総合病院
　　　Johns Hopkins University
　　　藤田保健衛生大学病院

実績　日本摂食嚥下リハビリテーション学会認定士
　　　日本老年歯科医学会専門医・指導医・代議員
　　　日本栄養治療学会認定歯科医・学術評議員 
　　　日本嚥下医学会嚥下相談歯科医師
　　　岐阜県多“食”種連携研究会代表世話人

朝日大学病院　
口腔管理・食支援センター長

朝日大学歯学部　
摂食嚥下
リハビリテーション学分野　教授

Hiroshige Taniguchi

皆様にとって「食」とはどんな意味を持ちますでしょうか？
今本邦では、「食べたいのに食べられない」方が急増してい
ます。なぜでしょうか？そのヒントとなるのは、「口やのどの
力」が衰えてくると、体の衰えや栄養不良、さらには死因の
上位である「誤嚥性肺炎」に直結すると言われています。本
セミナーではいつまでも「食べる」ことを楽しむためのポイ
ントをお伝えします。この機会に「食べる・飲み込む」ことを
見直してみませんか？


